


①討議型世論調査と住民投票の連結制度の
　導入を
　賛否の分かれる特定のテーマについて住
民投票をする場合には住民間の徹底的討議
が必要である。
②自治基本条例の制定を
　昭和町には議会基本条例があるが自治基
本条例を制定することで重要な部分がより
明確になる。また、ツイツターやフエイス
ブックを使って若い世代に発信したらどうか。
③青少年とネットの関連
　ネットいじめにどう向き合い対策を講じ
るか。改善策はあるか。

①常設型住民投票条例制定が前提だが民意を直接反映
する二元代表制の下、討議参加者の選出等課題も多い。
②自治基本条例の制定は今後検討課題としたい。議会
活動等をツイツターやフエイスブックの活用を前向き
に検討したい。
③いじめは古くて新しい問題。社会全体で考えなけれ
ばならない。

①リニアモーターカーと昭和町の未来は
　リニア新幹線が完成するまでには多くの課題が
ある。他市町村と提携し地域福祉のコーディネー
ターを設けたり、若者を中心に就労対象となる企
業誘致を促進する必要がある。昭和町の未来のため
に今やるべきことは。
②リニアモーターカーと地域活性
　提案①リニア駅周辺に「山梨情報会館」を設立。
　提案②リニア駅付近に「有料大型駐車場」を設立。
　提案③リニア駅から出発するバスツアーを企画。
③昭和町におけるコミュニティーバス開設を
　常永駅を経由したコミュニティーバスを運行で
きるような環境整備を。

　リニア駅の開設で、まちづくりやアクセス道路、交通機関・観光・都市機能など多くの問題
が発生するが、県内や他県の状況を調査しながら、人口増加や将来像に対処する必要がある。



①模擬投票・模擬議会を
　政治への関心が低下している。小中学生を対象に、模
擬投票や模擬議会を行い、政治への関心を高め仕組みを
理解してもらい、地方自治の成り立ちに興味を持つこと
が重要では。
②認定こども園と昭和町の未来は
　保護者の就労形態に左右されず、「教育・保育機能」
と「子育て支援」の充実を図るためには認定こども園の
開設が必要では。
③東日本大震災の支援を通して
　生涯学習・平和教育の推進を
　東日本大震災で被災した、震災孤児等を支援するため、
町の施設を使ったチャリティーバザーを開いたらどうか。

①衆議院選の町の投票率は県平均以下だった。
学生や若い方々が政治に関心を持てるよう、
調査・研究していきたい。
②町には公立の保育園・幼稚園はないが、
私立保育園等の園長会議で園の考えを聞い
ていきたい。
③震災直後に町のイベントで支援バザー等
を行ってきた。今後も関係団体に呼び掛け
ていきたい。

講師の意見を一方的に
聞いたり、教材を読む
だけでなく、参加者全
員が講師の助言を得な
がら積極的にかかわり、
問題解決のために行う
研修会。



 
平
成
24
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
4
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
議
会
は
町
長
か
ら
平
成
24
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
補
正
予
算
5
件
の
ほ
か
、
条
例
制
定
3
件
、
条
例
改
正
4
件
、
専
決
処

分
の
承
認
1
件
の
合
計
14
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
議
員
提
出
議
案
3
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

 
一
般
質
問
で
は
8
人
の
議
員
が
立
ち
、
町
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く

質
問
を
展
開
し
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

・
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
３
号
）

衆
議
院
議
員
選
挙
に
伴
う
補
正

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
町
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

・
下
水
道
条
例

・
都
市
公
園
条
例

・
使
用
料
徴
収
条
例

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
「
い

き
い
き
の
湯
」
閉
館
時
間
を
午

後
3
時
か
ら
4
時
に
変
更
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
移
動

　
の
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な

　
特
定
公
園
施
設
の
設
置
の
基

　
準
に
関
す
る
条
例

・
町
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の

　
寸
法
に
関
す
る
条
例

・
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準

　
に
関
す
る
条
例

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
議
会
基
本
条
例

・
議
会
委
員
会
条
例

・
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に

　
関
す
る
条
例

　
そ
れ
ぞ
れ
条
文
内
の
「
政
務

調
査
費
」
を
「
政
務
活
動
費
」

に
名
称
変
更
。
ほ
か
使
い
み
ち

の
変
更
。

※
全
員
賛
成
で
承
認
。

1億5,000万円
5,439万円
1,468万円

・法人町民税
・固定資産税
・県支出金

2,300万円
460万円
300万円
150万円

・自立支援給付費
・子育て支援医療費
・ひとり親家庭医療費
・太陽光発電補助金

○予算総額 71億6,100万円
○補　正　額 1億7,283万円

総額17億6,946万円国民健康保険会計 104万円増

総額7億2,731万円介護保険会計 2,312万円増

総額1,391万円介護サービス会計 39万円減

総額10億5,773万円下水道事業会計 3,408万円減

総額635万円渇水対策事業会計 123万円増



12
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

﹇
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
﹈

樋
口
議
員
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
か
ら

音
響
が
悪
い
と
聞
い
た
が
。

教
育
長
　
既
存
の
も
の
は
悪
い
が
、
音
楽
発
表
会

な
ど
は
リ
ー
ス
で
借
り
て
開
催
し
て
い
る
と
聞
く
。

国
民
文
化
祭
開
催
も
あ
る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の

音
響
改
善
を

深
澤
（
克
）
議
員
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
が
、
作
成
の
経
緯
と
経
過

を
教
え
て
ほ
し
い
。

学
校
教
育
課
長
　
学
校
、
教
委
、
給
食
セ
ン
タ
ー

に
よ
り
作
成
委
員
会
を
設
け
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す

る
組
織
的
な
体
制
を
整
え
る
た
め
、
教
育
指
導
監

が
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
や

ル
ー
ル
を
明
文
化
し
た
も
の
で
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

対
応
は

河
住
議
員
　
町
長
の
政
策
の
中
に
あ
る
と
思
う
が
、

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
し
て
い
な
い
の

は
、
近
隣
で
昭
和
町
だ
け
な
の
で
検
討
さ
れ
た
い
。

町
長
　
今
後
検
討
し
た
い
。

中
学
生
ま
で

医
療
費
無
料
化
を

河
住
議
員
　
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
福
祉
避
難

施
設
が
総
合
会
館
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
は
。

企
画
財
政
課
長
　
防
災
計
画
の
中
に
「
福
祉
施
設

等
に
受
け
入
れ
を
要
請
す
る
」
こ
と
を
付
託
し
、

対
応
す
る
。

長
谷
川
議
員
　
役
場
庁
舎
に
夜
間
受
付
用
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
を
聞
い
た
が
、

可
能
か
。

総
務
課
長
　
研
究
し
て
対
応
し
た
い
。

﹇
総
務
常
任
委
員
会
﹈

福
祉
避
難
施
設
が

足
り
な
い
！

﹇
産
業
土
木
常
任
委
員
会
﹈

林
議
員
　
特
定
公
園
施
設
設
置
の
基
準
に
関
す
る

条
例
制
定
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
、

既
存
の
公
園
の
改
修
を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

都
市
整
備
課
長
　
近
隣
市
に
も
聞
い
た
が
何
も
し

な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
今
の
と
こ

ろ
特
に
考
え
て
は
い
な
い
。

公
園
の
改
修
は

し
な
い
の
か

塚
原
議
員
　
常
永
区
画
整
理
地
内
で
、
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
歩
道
に
車
が
止
ま
っ
て
い
て
、
児
童
・

生
徒
が
車
道
に
出
て
い
る
の
で
業
者
を
注
意
し
て

ほ
し
い
。

建
設
課
長
　
担
当
課
で
あ
る
企
画
財
政
課
よ
り
注

意
し
て
い
た
だ
く
。

通
学
路
の
駐
車
車
両
に

注
意
を

中
澤
議
員
　
町
で
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し

て
い
る
が
、
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
流
し

て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長
　
情

報
が
あ
れ
ば
載
せ
る

よ
う
に
各
課
に
依
頼

し
た
い
。 ツ

イ
ッ
タ
ー
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に

議論が飛び交う委員会



河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

河
住

イオンモール昭和の
増床計画は

増床後の雇用を期待

町
長

自
主
防
災
会
の

充
実
強
化
も
必
要

防
災
計
画
見
直
し
と

減
災
力
向
上
は

河
住

オ
ー
プ
ン
か
ら
県
内
随

一
の
集
客
力
を
誇
る
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
昭
和
の
今
後
の
対

応
を
伺
う
。イ

オ
ン
モ
ー
ル
は
店
舗

面
積
を
2
万
㎡
増
床
、

本
来
計
画
の
4
万
8
千
㎡
と
し
て
、

26
年
8
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

い
る
が
、
県
や
地
域
と
十
分
に
協

議
を
行
う
た
め
、
計
画
を
延
期
し

て
い
る
。
現
在
2
千
人
の
雇
用
が

あ
り
、
増
床
後
は
さ
ら
に
1
、

2
0
0
人
の
雇
用
が
期
待
で
き
る
。

交
通
渋
滞
は
周
辺
道
路
を
組
合
で
、

主
要
幹
線
道
路
へ
の
接
続
は
県
・

町
で
整
備
し
、
路
線
バ
ス
乗
り
入

れ
や
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
（※）
の
運

行
な
ど
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
関
係

機
関
と
の
協
議
で
、
良
い
結
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

減
災
の
取
り
組
み
は
、

希
薄
化
が
進
む
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
の
再
生
を
促
す
。

住
民
主
体
の
「
減
災
力
向
上
へ
の

仕
組
み
づ
く
り
」
を
行
政
が
支
援
し
、

強
い
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。
当

局
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

町
は
専
門
知
識
を
持
っ

た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

契
約
し
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
庁
舎
内
の
検

討
会
議
で
修
正
を
繰
り
返
し
、
素

案
と
概
要
版
を
作
成
し
た
。
職
員

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
防
災
訓
練
に

基
づ
き
、
防
災
計
画
と
合
わ
せ
て

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
自
主
防
災
会
の
充
実
強
化
も
必

要
で
、
地
区
会
議
や
各
組
の
会
議
で
、

防
災
・
減
災
の
話
し
合
い
や
研
修

を
自
主
的
に
行
っ
て
お
り
、
町
は

研
修
会
の
資
料
提
供
や
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
中
北
地

域
県
民
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
防

災
研
修
会
に
参
加
す
る
よ
う
、
自

主
防
災
会
の
中
心
で
あ
る
区
長
会

で
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
自
宅
か
ら
自
家
用
車
で
最
寄
り

の
駅
ま
た
は
バ
ス
停
ま
で
行
き
、

車
を
駐
車
さ
せ
た
後
、
バ
ス
や
鉄

道
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
目
的
地
に
向
か
う
シ
ス
テ
ム

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
と
は
？

地域防災計画の構成
昭和町の地域防災計画の構成は
災害の事象別に次のように構成されています。

総則編
計
画
の
目
的
、町
・
防

災
機
関
・
住
民
の
役
割
、

前
提
と
な
る
災
害

地震編
突
発
地
震
、東
海
地
震

（
予
知
型
）へ
の
対
応

資料編
災
害
対
策
に
関
係

す
る
資
料

風水害等編
風
水
害
、大
規
模
事
故
、

火
山
噴
火
へ
の
対
応

昭和町地域防災計画

①災害予防計画
平常時に災害に備えて行う対策
（備蓄、防災広報、防災訓練など）

②災害応急対策計画
災害発生時の様々な対応

③災害復旧・復興計画
施設復旧、町民生活の支援



市
街
化
区
域
の
下
水
道

は
8
割
を
超
え
る
整
備

状
況
で
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
て
い
る
が
、
地
震
災
害

で
下
水
道
が
機
能
不
全
に
な
る
と
、

影
響
は
供
用
区
域
全
域
に
広
が
る
。

地
震
災
害
時
の
下
水
道
機
能
維
持
や
、

災
害
対
策
に
対
す
る
当
局
の
考
え
は
。

新
基
準
以
前
の
重
要
な

管
路
に
つ
い
て
は
良
質

な
埋
戻
し
材
料
を
使
用
し
、
振
動

や
液
状
化
に
対
す
る
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
被
災
時
は
影
響
を
最
小

限
に
抑
制
し
、
速
や
か
な
復
旧
を

可
能
に
す
る
た
め
、
下
水
道
地
震

災
害
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
て

あ
る
。

　
大
規
模
地
震
に
備
え
、
重
要
な

管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
り
、
「
下
水
道
総

合
地
震
対
策
計
画
」
を
策
定
し
、

財
政
状
況
を
勘
案
し
総
合
的
な
災

害
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

平
成
26
年
に
下
水
道
事

業
の
全
体
計
画
の
見
直

し
を
予
定
し
て
い
る
が
、
下
水
道

総
合
地
震
対
策
計
画
と
の
関
連
お

よ
び
計
画
の
内
容
は
。

基
本
計
画
の
計

画
目
標
年
次
、

計
画
区
域
、
計
画
人
口
の
推
定
、

計
画
汚
水
量
、
雨
水
計
画
等
の
見

直
し
を
踏
ま
え
、
重
要
な
下
水
道

施
設
の
耐
震
化
を
図
る
「
防
災
」
と
、

被
害
を
想
定
し
て
被
害
の
最
小
化

を
図
る
「
減
災
」
を
組
み
合
わ
せ

た
総
合
的
な
地
震
対
策
を
平
成
27

年
に
策
定
予
定
。

単
独
・
合
併
処
理
浄
化

槽
の
実
態
を
ど
う
把
握
し
、

維
持
管
理
の
指
導
を
行
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
で
は
、
山
梨
県
か
ら

浄
化
槽
管
理
台
帳
の
名

簿
提
供
を
受
け
、
浄
化
槽
の
把
握

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
維
持
管
理

の
指
導
等
は
、
県
が
指
定
し
た
山

梨
県
浄
化
槽
協
会
が
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
下
水
道
供
用
開
始
区
域
に

お
け
る
単
独
浄
化
槽
の
多
く
が
未

接
続
で
あ
り
、
早
期
接
続
を
指
導

す
る
。

浄
化
槽
の
保

守
点
検
や
法

定
検
査
等
維
持
管
理
を
怠
る
と
、

正
常
に
機
能
せ
ず
、
放
流
水
の
水

質
の
悪
化
や
、
悪
臭
が
発
生
す
る

原
因
と
な
る
た
め
、
広
報
し
ょ
う

わ
で
浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。
地
域
か
ら
悪
臭
等

の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
、
町
が
現

地
調
査
・
指
導
を
行
い
、
甚
だ
し

い
も
の
に
つ
い
て
は
県
の
指
導
を

仰
い
で
い
る
。

町
長

町
長

環
境
経
済
課
長

下
水
道
課
長

石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

石
原

再
質
問

石
原

石
原 業

者
の
協
力
や
法
定

検
査
の
受
検
を
促
す

単
独
・
合
併
処
理

浄
化
槽
の
指
導
は

地
震
災
害
時
の

下
水
道
機
能
維
持
は

総
合
的
に

災
害
対
策
を
強
化

液
状
化
の
例（
新
潟
県
小
千
谷
市
H
P
掲
載
）



深澤　克男 議員
ふ か か つ おさ わ

深
澤

深
澤

活発な食育活動で健康でいきいきと

副
町
長
の
登
用
は

前
向
き
に
検
討
す
る

町
長

職
務
内
容
の
検
討
や

環
境
整
備
を
図
る

高
齢
者
福
祉
と
管
理

栄
養
士
の
関
わ
り
は

昭
和
町
は
市
な
み
の
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
現

状
の
組
織
体
制
で
は
町
長
は
多
忙

を
極
め
、
町
民
対
話
や
政
策
論
議

に
時
間
を
割
け
な
く
な
る
。
早
期

に
副
町
長
の
登
用
を
考
え
、
新
し

い
政
策
課
題
へ
の
対
応
や
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
町
の

更
な
る
発
展
を
目
指
す
べ
き
だ
が
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

新
た
な
問
題
を
解
決
し

な
が
ら
、
先
人
が
築
き

上
げ
て
き
た
輝
か
し
い
昭
和
町
を
、

し
っ
か
り
と
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
は
、
補
佐
役
と
な
る

人
材
の
登
用
を
考
え
る
時
期
に
き
た
。

私
が
進
め
る
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
町
民

活
動
促
進
の
た
め
の
体
制
強
化
」
、

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
や
リ
ニ

ア
駅
を
見
据
え
た
「
商
業
ベ
ー
ス

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
と
回
遊
策
」

等
、
地
域
活
性
化
の
実
現
の
た
め

に
副
町
長
の
登
用
を
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

平
成
25
年
度
よ
り
昭
和

町
食
育
推
進
計
画
が
推

進
さ
れ
る
が
、
管
理
栄
養
士
が
担

う
業
務
量
は
格
段
に
増
加
す
る
。

高
齢
者
福
祉
施
策
と
管
理
栄
養
士

の
か
か
わ
り
方
、
配
置
を
ど
の
よ

う
に
計
画
し
て
い
く
の
か
。

全
12
地
区
で
20
年
度
か
ら
、

は
つ
ら
つ
栄
養
教
室
を

展
開
し
、
二
次
予
防
事
業
と
し
て

口
腔
機
能
向
上
と
食
事
指
導
も
行

っ
て
い
る
。
食
育
の
推
進
や
個
々

の
生
活
に
踏
み
込
ん
だ
支
援
が
課

題
で
あ
り
、
保
健
師
と
協
働
で
き

る
専
門
職
と
し
て
の
管
理
栄
養
士

の
確
保
は
重
要
で
、
定
数
問
題
と

有
効
的
な
活
用
を
図
る
た
め
、
職

務
内
容
の
検
討
や
配
置
に
向
け
、

環
境
整
備
と
有
能
な
人
材
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

町
長



押原公園に備蓄されている食料等

再
質
問

再
々
質
問

高齢者に備蓄食の無償配布を

町の防災倉庫で一括管理する

町
長

町
長

林　　和仁 議員
はやし か ず ひ と

阪
神
淡
路
大
地
震
や
新

潟
中
越
地
震
で
は
、
災

害
が
発
生
し
た
直
後
の
交
通
遮
断
で
、

食
料
や
飲
料
水
の
確
保
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
た
。
町
で
は
「
こ
れ

か
ら
の
高
齢
者
福
祉
の
在
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
、
各
地
区
別
に
協
働

政
策
評
価
意
見
交
換
会
を
行
い
、

事
業
仕
分
け
の
中
で
規
模
の
縮
小

や
終
了
し
た
事
業
の
廃
止
な
ど
、

行
政
に
反
映
し
、
推
進
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

　
町
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
1
、
3
9
1
人
だ
が
、
一
人
暮

ら
し
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
、

非
常
時
の
備
蓄
食
（
1
日
分
）
の

ア
ル
フ
ァ
ー
米
（※）
と
、
飲
料
水
の
無

償
配
布
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

当
局
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

大
地
震
等
の
災
害
発
生
時
、

家
屋
の
全
壊
・
半
壊
等

の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
は
、
避

難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

町
で
は
防
災
倉
庫
に
備
蓄
品
や
、

耐
震
型
の
貯
水
槽
を
整
備
し
、
災

害
に
備
え
て
い
る
。

　
昭
和
町
に
は
幸
い
に
山
も
な
く
、

土
砂
崩
れ
に
よ
る
孤
立
地
域
の
発

生
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
災
害

発
生
後
に
備
蓄
品
を
配
布
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
高
齢
者
世
帯
に
事

前
に
備
蓄
食
を
配
布
す
る
と
、
毎

年
増
減
す
る
高
齢
者
世
帯
へ
の
配

布
と
、
賞
味
期
限
の
管
理
な
ど
が

煩
雑
に
な
る
た
め
、
町
の
防
災
倉

庫
で
一
括
管
理
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。

町
内
の
最
終
避
難
所
に

は
ア
ル
フ
ァ
ー
米
6
、

0
0
0
食
が
保
管
し
て
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
町
民
に
配
布

す
る
の
か
。役

場
担
当
課
、
自
主
防

災
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
お
願
い
し
配
布
し
た
い
。

建
物
は
崩
壊
、
道
路
は

寸
断
さ
れ
、
避
難
所
に

行
く
こ
と
の
で
き
な
い
高
齢
者
の

対
応
は
。

近
隣
の
方
や
自
主
防
災

会
に
安
否
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
避
難
所
へ
の
移
動
の
手

助
け
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長

林

林林　
一
度
炊
い
た
ご
飯
を
乾
燥
さ
せ

た
お
米
。
長
期
間
の
保
存
が
可
能

で
、
お
湯
か
水
を
注
ぐ
だ
け
で
食

べ
ら
れ
る
。
非
常
用
保
存
食
や
レ

ジ
ャ
ー
用
食
品
な
ど
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。

ア
ル
フ
ァ
ー
米
と
は



三井　　猛 議員
み つ い たけし

地
区
公
会
堂
の

耐
震
診
断
補
助
を

耐
震
改
修
工
事
費
の

3
分
の
2
補
助

町
長建

て
替
え
を

早
く
実
現
し
た
い

中
央
公
民
館
耐
震
改
修
計
画

と
社
会
教
育
系
施
設
整
備
は

三
井

三
井

教
育
長

安心・安全な公共施設を

　
建
築
基
準
法（
建
築
物

の
敷
地
・
設
備
・
構
造
・
用

途
に
つ
い
て
そ
の
最
低
基

準
を
定
め
た
法
律
）に
定

め
ら
れ
る
設
計
基
準
の

一
つ
で
、
昭
和
56
年
に

施
行
さ
れ
た
。

新
耐
震
基
準
と
は

町
長

災
害
時
に
は
、
各
地
区

公
会
堂
に
自
主
防
災
本

部
が
設
置
さ
れ
る
。
安
否
確
認
や

救
出
・
救
護
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
の
情
報
拠
点
で
あ
る
。
新
耐
震

基
準
（※）
以
前
の
建
物
が
あ
り
、
耐
震

診
断
に
補
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

町
の
考
え
は
。

各
地
区
公
会
堂
は
、
地

域
防
災
計
画
で
自
主
防

災
本
部
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

12
地
区
に
17
の
公
会
堂
が
あ
り
、

耐
震
性
の
不
明
の
も
の
は
西
条
一
区
・

西
条
二
区
第
二
公
会
堂
・
押
越
区
・

築
地
新
居
区
の
4
つ
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
公
会
堂
等
の
耐
震
診
断
助

成
制
度
は
な
い
が
、
区
の
予
算
で

行
う
耐
震
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、

耐
震
改
修
工
事
の
際
、
公
会
堂
建

設
等
事
業
助
成
金
交
付
要
綱
で
、

工
事
費
の
3
分
の
2
を
助
成
し
て

い
る
。

中
央
公
民
館
は
昭
和
46

年
に
建
設
さ
れ
、
そ
の

後
一
部
増
築
し
、
現
在
の
建
物
に
な
っ

た
。
耐
震
及
び
中
央
公
民
館
の
立

て
替
え
も
視
野
に
入
れ
、
社
会
教

育
系
の
施
設
整
備
に
ど
の
よ
う
な

構
想
や
計
画
を
持
っ
て
い
る
の
か

町
の
考
え
は
。

建
築
後
42
年
が
経

過
し
て
い
る
。
中

央
公
民
館
の
建
て
替
え
は
総
合
計

画
の
主
要
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

生
涯
学
習
拠
点
と
な
る
施
設
の
整

備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現

時
点
で
は
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

計
画
は
考
え
て
い
な
い
。

公
民
館
を
建
て
替
え
る

際
に
は
、
個
人
的
な
考

え
と
す
れ
ば
、
図
書
館
機
能
や
文

化
講
演
会
な
ど
が
開
催
で
き
る
集

会
場
を
備
え
、
文
化
活
動
や
生
涯

学
習
の
推
進
が
図
れ
る
施
設
の
建

設
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
十
分
に

反
映
す
る
た
め
、
関
係
者
を
集
め
、

建
設
委
員
会
等
を
設
置
し
建
設
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。



河田あけみ 議員
か わ だ

町
長

待機児童等の対策は万全か
保育園への指導徹底に努める

河
田

どの保育園も収容率100％以上

昭和保育園

押原保育園

常永保育園

上河東保育園

第2上河東保育園

富士桜保育園

げんき夢保育園

合計

145

144

71

60

73

125

94

712

120.8%

120.0%

118.3%

100.0%

121.7%

113.6%

156.7%

120.7%

120

120

60

60

60

110

60

590

83

79

52

0

73

73

48

408

62

65

19

60

0

52

46

304

3歳以上3歳未満

園児数
計 収容率定員名称

町内保育園園児数（私立） 平成24年11月現在

本
町
で
は
、
転
入
者
増

加
と
共
に
小
学
生
以
下

の
児
童
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
今
年
度
は
町
内
の
7
保
育
園
の

定
員
（
5
9
0
人
）
に
対
し
、

1
2
0
％
の
入
所
率
で
あ
る
。
町

外
の
保
育
園
に
も
入
所
を
お
願
い

し
て
い
る
が
、
最
近
広
域
の
保
育

園
で
は
入
所
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　
そ
こ
で
今
後
の
問
題
点
に
つ
い

て
問
う
。

①
保
育
園
の
待
機
児
童
を
作
ら
な

い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

②
小
学
校
の
教
室
不
足
は
生
じ
な

い
か
。

③
学
童
保
育
の
定
員
は
不
足
し
な

い
か
。

①
町
内
の
人
口
は
増
加

傾
向
で
、
未
就
学
・
就

学
児
童
数
も
毎
年
約
2
0
0
人
で

推
移
し
て
い
る
。
説
明
会
で
入
園

希
望
状
況
を
調
べ
、
各
保
育
園
で

定
数
見
直
し
が
可
能
か
、
広
域
保

育
園
へ
の
指
導
を
図
り
、
待
機
未

就
学
児
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

③
児
童
館
の
増
築
で
常
永
・
西
条

児
童
館
は
69
人
と
し
、
入
級
希
望

児
童
数
の
増
加
に
伴
う
超
過
対
策

を
し
た
。
押
原
児
童
館
・
児
童
セ

ン
タ
ー
は
定
数
内
で
運
営
し
て
い
る
。

常
永
児
童
館
は
児
童
数
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
内
規
の
見
直
し
が
可

能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
県
の
少
人
数
学

級
へ
の
対
応
を
視

野
に
入
れ
て
も
、
小
学
校
に
お
い

て
教
室
不
足
を
生
じ
る
こ
と
は
現

在
の
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

西
条
小
・
常
永
小
は
６
教
室
が
普

通
教
室
に
転
用
可
能
で
あ
る
。
平

成
25
年
度
は
、
常
永
小
で
新
1
年

生
が
1
ク
ラ
ス
増
に
な
る
見
込
み

だ
が
、
こ
こ
数
年
は
現
状
で
対
応

で
き
る
。

今
年
度
は
、
広
域
の
保

育
園
を
利
用
し
て
い
る

園
の
数
と
園
児
の
人
数
は
ど
れ
く

ら
い
か
。

44
施
設
、
85
人

の
登
録
が
あ
る
。

各
学
校
と
も
オ
ー
プ
ン

教
室
を
全
て
使
っ
た
場
合
、

授
業
中
の
声
な
ど
支
障
を
き
た
す

こ
と
は
な
い
か
。遮

音
す
る
こ
と
は

可
能
だ
が
、
現
場

の
意
見
を
聞
き
対
応
し
た
い
。

河
田

再
質
問

福
祉
課
長

教
育
長

教
育
長

河
田

再
質
問



田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

押原公園の管理と運営は

サッカー協会と利用者確保に努める

町
長

関
係
機
関
と
協
議

釜
無
公
園
駐
車
場

用
地
拡
張
は

田
中

多種多様な利用でより良くしていこう〈押原公園〉

押
原
公
園
は
県
下
に
誇

る
恵
ま
れ
た
公
園
だ
が
、

災
害
等
の
緊
急
時
に
は
防
災
公
園

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
押

原
公
園
を
整
備
し
た
2
0
0
8
年
に
、

サ
ッ
カ
ー
協
会
と
契
約
し
現
在
に
至
っ

て
い
る
が
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲

府
が
拠
点
を
韮
崎
市
に
移
し
た
場
合
、

契
約
の
解
除
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
の
管
理
・
運
営
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

押
原
公
園
は
県
サ
ッ
カ

ー
協
会
を
指
定
管
理
者

と
し
て
、
25
年
ま
で
管
理
委
託
契

約
を
結
ん
で
い
る
が
、
ヴ
ァ
ン
フ

ォ
ー
レ
甲
府
と
の
25
年
4
月
以
降

の
使
用
契
約
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
な
い
。
韮

崎
市
で
の
使
用
希
望
日
数
は
年
間

1
6
0
日
で
、
残
り
の
活
動
は
今

ま
で
通
り
押
原
公
園
・
医
大
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
使
用
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
は
、
町
で
も
指
定
管
理
者

の
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
と
も
に
、
イ

ベ
ン
ト
の
誘
致
や
新
し
い
利
用
者

の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

釜
無
公
園
は
遠
方
か
ら

来
る
方
が
多
い
た
め
、

駐
車
場
の
台
数
に
制
限
が
あ
り
、

周
辺
道
路
に
駐
車
し
て
い
る
現
状
だ
。

駐
車
場
確
保
・
拡
張
を
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

釜
無
公
園
の
敷
地
内
の

駐
車
場
は
狭
く
34
台
程

度
な
の
で
、
公
園
北
側
の
緑
地
帯

の
樹
木
の
間
に
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。
大

き
な
大
会
で
の
駐
車
場
確
保
は
不

十
分
な
の
で
、
押
原
公
園
で
の
振

り
替
え
開
催
や
、
公
園
へ
の
乗
り

合
わ
せ
で
の
来
場
の
徹
底
を
要
請

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
中

町
長



家庭にやさしい教育支援を

深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

教
育
長

小
中
学
校
学
習
費
の

負
担
軽
減
を

他
市
町
村
よ
り

教
育
予
算
は
充
実

深
澤

町
長

　

23
年
度
の
各
学
校
の
教

育
振
興
費
の
中
で
、
子

ど
も
の
学
習
費
に
充
て
ら
れ
て
い

る
需
用
費
は
、
小
学
校
で
一
人
当

た
り
平
均
が
2
2
、
3
5
0
円
、

中
学
校
で
2
4
、
8
7
0
円
。

　
自
治
体
の
中
に
は
、
生
活
保
護

法
の
対
象
で
あ
る
要
保
護
児
童
、

準
要
保
護
児
童
に
対
す
る
就
学
援

助
の
認
定
基
準
や
、
支
給
単
価
の

切
り
下
げ
を
行
う
と
こ
ろ
も
出
て

い
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
家
庭
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
費
用
は
、
国
や

自
治
体
に
よ
る
負
担
に
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

も
当
局
の
考
え
を
問
う
。

公
立
小
中
学
校
の
管
理

運
営
予
算
は
、
国
・
県
・

市
町
村
と
保
護
者
の
負
担
金
で
成

り
立
っ
て
い
る
が
、
学
校
施
設
の

充
実
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
、
さ

ら
に
昭
和
教
育
推
進
の
た
め
、
町

単
独
の
教
員
配
置
な
ど
、
他
市
町

村
と
比
較
し
て
も
見
劣
り
し
な
い

教
育
施
策
を
充
実
し
、
継
続
発
展

に
努
め
て
い
き
た
い
。

町
で
は
就
学
援
助

費
支
給
要
綱
を
定
め
、

従
前
の
基
準
に
基
づ
き
、
近
隣
市

と
同
じ
認
定
基
準
や
援
助
費
を
支

給
し
て
お
り
、
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　
各
家
庭
の
負
担
額
と
し
て
は
、

修
学
旅
行
等
の
積
立
金
や
宿
泊
ス
キ
ー

教
室
積
立
金
等
が
内
容
で
す
が
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
施
策
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、

給
食
費
の
一
部
負
担
や
3
人
目
以

降
の
給
食
費
の
無
料
化
や
、
教
材

費
は
で
き
る
だ
け
公
費
で
負
担
す

る
な
ど
、
教
育
予
算
は
充
実
し
て

い
る
と
考
え
て
お
り
、
各
家
庭
で

の
負
担
額
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

24
年
8
月
に
強
行
さ
れ

た
「
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
法
」
に
基
づ
い
て
、
今
後
、

生
活
保
護
の
抑
制
策
が
強
め
ら
れ
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
就
学
援
助
の

特
定
基
準
や
、
支
給
単
価
へ
の
影

響
が
危
惧
さ
れ
る
が
。

国
の
動
向
を
み
る
と
、

財
政
的
に
厳
し
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
教

育
支
援
は
で
き
る
だ
け
継
続
し
て

い
き
た
い
。

教
育
長

再
質
問

深
澤



　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
国
政
で
は
11
月

に
解
散
、
12
月
16
日
投
票
と
慌
た
だ
し
い
年

末
で
あ
り
ま
し
た
が
選
挙
結
果
は
自
民
党
大
勝
、

民
主
党
大
敗
の
国
民
審
判
が
下
り
ま
し
た
。

　
安
倍
政
権
の
下
、
経
済
振
興
策
に
よ
り
景

気
回
復
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
議
会
で
は
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
始
め
た
山
梨
学
院
大
学
と
の
提
携
も

今
年
6
年
目
と
な
り
ま
す
。
「
学
ぶ
議
会
」
「
行

動
す
る
議
会
」
「
改
革
・
変
革
す
る
議
会
」

に
本
年
は
「
町
民
と
共
に
歩
む
議
会
」
を
加
え
、

4
本
柱
で
足
腰
の
強
い
議
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
3
・
11
の
災
害
を
教
訓
に
、
議
会

と
し
て
も
町
民
の
「
安
心
・
安
全
」
を
考
慮
し
、

自
助
・
共
助
・
公
助
を
視
野
に
入
れ
て
の
議

会
活
動
と
、
今
ま
で
の
議
会
改
革
の
中
で
良

非
判
断
を
し
、
昭
和
町
ス
タ
イ
ル
の
議
会
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
議
会
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
町
議
会
議
員

中
澤
　
康
夫

石
原
　
高
明

林
　
　
和
仁

深
澤
　
克
男

野
中
　
敏
美

河
住
　
保
茂

福
島
　
正
明

樋
口
　
敏
夫

塚
原
　
將
司

田
中
　
博
愛

遠
藤
　
辰
男

三
井
　
 
猛

長
谷
川
幸
廣

河
田
あ
け
み

萩
原
　
　
馨

深
澤
　
平
助

昭
和
町
議
会
議
長

萩
原
　
馨

議長の
年頭あいさつ

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す



（敬称略）

参加者

　〈以上12区長・ほか町議会議員〉

紙漉阿原

築地新居

飯　　喰

河　　西

上　河　東

上河東二区

武 井 啓 吉
坂 本 　 久
磯 部 　 洋
秋 山 正 巳
杉 原 喜 彦
石 川 重 明

（副会長）

（副会長）

西条一区

西条二区

清水新居

西条新田

押　　越

河東中島

田 中 憲 治
依 田 茂 巳
保 坂 哲 彌
塩 田 堯 憲
山 田
　 澤 　 保

（会長）

　
議
員
と
区
長
と
の
意
見
交
換
会

が
11
月
13
日
、
午
後
4
時
20
分
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
司
会
の
田
中
区
長
会
長
の
あ
い

さ
つ
、
そ
し
て
萩
原
議
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
座
長
に
萩
原
議
長

を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

▼
井
戸
端
会
議
の
改
革
を

　
区
長
さ
ん
か
ら
は
、
井
戸
端
会

議
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
も
う
少
し
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
ほ
し
い
。
意
見
・
要
望

に
対
す
る
回
答
が
抽
象
的
で
あ
る
。

ま
た
、
委
員
会
ご
と
に
実
施
す
る

の
で
は
な
く
、
各
委
員
会
の
委
員

長
さ
ん
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
専
門
性
を
持
っ
た
会
議
に
し

た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

5
年
ほ
ど
経
過
し
た
の
で
少
し
休

ん
で
も
い
い
。
な
ど
の
意
見
が
出

ま
し
た
。

▼
意
見
交
換
の
場
に

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
議
員
か
ら
は

井
戸
端
会
議
で
は
多
様
な
意
見
が

出
て
く
る
。
我
々
も
専
門
知
識
を

持
っ
て
い
な
い
面
も
あ
る
が
、
伺

っ
た
意
見
を
一
般
質
問
で
取
り
上

げ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
回
答

に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
と
書
け
な

い
こ
と
も
あ
る
。

　
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
と
の
意

見
だ
が
、
本
来
は
意
見
交
換
の
場

で
あ
る
の
で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

何
で
も
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し

合
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
今

は
区
側
に
す
べ
て
お
願
い
し
て
い

る
が
、議
会
側
で
チ
ラ
シ
な
ど
配
布

し
な
れ
れ
ば
い
け
な
い
と
も
思
う
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
情
報
は
議
員
と
共
有
す
る

　
区
長
さ
ん
か
ら
は
、
新
し
く
入

っ
て
き
た
区
民
に
も
出
席
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
人
た

ち
の
意
見
も
聞
い
て
も
ら
え
る
の

で
、
こ
の
ま
ま
続
け
て
ほ
し
い
。

困
っ
て
い
る
こ
と
や
要
望
が
多
い

が
、
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
き
た

い
。
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
井
戸
端
会
議
に
つ
い
て
の
意
見

が
多
か
っ
た
で
す
が
、
区
の
こ
と

は
私
た
ち
が
一
生
懸
命
す
る
。
議

員
は
町
の
こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ

て
も
ら
い
た
い
。
と
の
意
見
も
あ

り
、
最
後
に
区
長
会
長
さ
ん
か
ら
、

区
長
会
で
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

の
研
修
に
行
っ
た
報
告
が
あ
り
、

減
量
化
に
対
す
る
取
り
組
み
や
数

値
目
標
、
課
題
等
に
つ
い
て
議
員

に
も
情
報
を
共
有
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

▼
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
く

　
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

有
意
義
な
う
ち
に
意
見
交
換
会
が

終
了
し
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
は

今
回
出
さ
れ
た
意
見
を
十
分
受
け

止
め
、
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か

し
、
井
戸
端
会
議
も
内
容
の
充
実

し
た
会
議
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　平成24年11月13日（火）、住
民の先頭に立って活躍されている区
長さんと意見交換会を開催しました。
区長の皆さまからいただいたご意見
をしっかり受け止め、議会活動に反
映させていきたいと思います。
（要旨のみ掲載）



紙
漉
阿
原
区
（
第
6
回
）

29日

18日

28日

1月

2月

2月

（火）清水新居区

（月）河東中島区

（木）飯喰区

　開かれた議会を目指し、地域ごとの住民の悩みや

声を聴き、議論・調査・研究を進め、昭和町の住民

福祉の向上と、地域社会の活力ある発展を目指すの

が町議会の役割です。

　井戸端会議で出された意見・要望は結果報告書と

して区長に提出します。すべての意見・要望を満た

すわけにはいきませんが、議会は執行機関と一緒に

なって課題解決に知恵を絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

10
月
28
日
　
紙
漉
阿
原
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
29
人

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
田
中
博
愛
　
中
澤
康
夫

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
　
福
島
正
明

　
　
　
　
　
　
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

Ｑ
　
今
川
沿
い
に
芝
桜
を
植
え
、
景
観

づ
く
り
を
し
た
い
が
、
岩
石
が
あ
り
植

栽
で
き
な
い
。
長
さ
3
0
0
ｍ
、
幅
員

70
ｃ
ｍ
、
片
側
だ
け
整
備
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
区
民
の
皆
さ
ま
が
地
域
の
景
観
保

全
に
関
心
も
高
く
、
大
切
に
守
る
姿
勢

に
敬
意
を
表
し
た
い
。
議
会
と
し
て
も
、

で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
た
い
。

Ｑ
　
阿
原
の
身
延
線
踏
切
か
ら
西
の
道

路
整
備
が
進
ま
な
い
状
況
だ
。
今
後
の

予
定
は
。
新
設
道
路
か
ら
ス
ム
ー
ズ
な

通
行
が
で
き
る
よ
う
改
善
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
24
年
度
予
算
で
、
本
道
か
ら
踏
切

ま
で
の
整
備
を
実
施
す
る
。
身
延
線
の

東
か
ら
今
川
橋
梁
ま
で
の
間
で
、
延
長

は
状
況
を
見
て
の
対
応
と
な
る
。

Ｑ
　
河
東
中
島
区
か
ら
中
央
市
（
旧
玉

穂
町
）
沿
い
の
紙
漉
阿
原
に
及
ぶ
道
路

は
、
利
便
性
が
よ
く
交
通
量
も
増
大
し

て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
幅
員
を
拡

張
し
、
危
険
を
少
な
く
で
き
る
と
思
う
。

ま
た
、
今
川
橋
は
改
良
の
必
要
が
あ
る
。

Ａ
　
議
会
と
し
て
現
地
を
調
査
し
、
意

に
沿
う
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

Ａ
（
当
局
）
　
改
修
優
先
上
位
に
位
置

づ
け
、
拡
幅
し
て
い
き
た
い
。
一
部
の

反
対
者
が
い
る
の
で
、
区
に
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

景観づくり
をしたい！

景観づくり
をしたい！

景観づくり
をしたい！



築
地
新
居
区
（
第
8
回
）

西
条
新
田
区
（
第
7
回
）

10
月
30
日
　
西
条
新
田
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
8
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
　
長
谷
川
幸
廣

　
　
　
　
　
　
塚
原
將
司
　
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長
 

●
地
元
議
員
　
福
島
正
明

11
月
18
日
　
築
地
新
居
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
18
人

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

 
 
 
 
 
 
河
田
あ
け
み
　
深
沢
克
男

 
 
 
 
 
 
樋
口
敏
夫

 
 
 
 
 
 
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
野
中
敏
美

Ｑ
　
今
後
、
高
齢
者
が
増
え
て
負
担
が

大
き
く
な
る
が
、昭
和
町
へ
若
い
人
が
住

み
た
く
な
る
よ
う
考
え
て
は
。

Ａ
　
「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
や
「
親
子
ま
す
釣
り
大
会
」

は
子
ど
も
の
参
加
が
多
い
。
児
童
の
勉

強
が
快
適
に
で
き
る
よ
う
、
教
室
に
エ

ア
コ
ン
設
置
も
し
て
い
る
。

Ｑ
　
築
地
新
居
区
公
会
堂
も
耐
震
で
は

な
い
。
個
人
の
家
の
耐
震
診
断
希
望
を

取
っ
た
が
、
公
共
施
設
の
耐
震
は
優
先

し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
か
な
り
の
公
会
堂
が
建
て
替
え
ら

れ
て
い
る
が
、
町
の
助
成
金
も
格
段
に

増
額
さ
れ
て
い
る
。
各
区
は
積
み
立
て

も
し
て
お
り
、
区
民
の
同
意
を
得
て
建

て
替
え
す
る
場
合
、
負
担
は
以
前
よ
り

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
地
域
の
拠
点
で
あ
る
公
共
物
に
対

す
る
耐
震
に
つ
い
て
、
議
会
で
も
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
防
災
拠
点
で
あ
り
、安
心
し
て
使
え

る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

※
平
成
24
年
12
月
定
例
議
会
で
一
般
質

問
（
三
井
議
員
）
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
昭
和
町
に
、
町
立
の
保
育
園
が
な

い
の
は
な
ぜ
か
。
町
外
か
ら
来
た
人
は

不
思
議
に
思
う
し
、
私
立
だ
と
特
色
が

あ
り
す
ぎ
て
選
び
づ
ら
い
。

Ａ
　
幼
児
を
お
寺
に
頼
ん
で
預
か
っ
て

も
ら
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
後
、
法

人
化
さ
れ
、
現
在
は
7
園
の
私
立
保
育

園
に
、
町
か
ら
施
設
整
備
や
延
長
保
育
・

病
後
児
保
育
等
に
補
助
金
を
出
し
て
お

り
、
保
護
者
負
担
が
少
な
く
、
保
育
料

の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
分
譲
地
内
で
子
ど
も
の
遊
び
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
子
ど
も
広

場
を
町
で
借
り
て
も
ら
え
な
い
か
。
公

会
堂
の
駐
車
場
も
い
つ
か
は
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
公
園
数
は
町
内
で
も

一
番
多
い
が
、
小
規
模
で
面
積
は
狭
い
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
。

Ａ
　
町
に
話
を
し
て
い
る
が
、
少
し
待

っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
。
区
で
目

星
を
つ
け
内
々
に
地
権
者
の
了
承
を
得

て
、
子
ど
も
広
場
の
土
地
借
用
の
要
望

書
を
出
し
た
ら
ど
う
か
。
議
会
と
し
て

区
を
全
面
的
に
支
援
す
る
。

Ｑ
　
高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

福
祉
バ
ス
が
巡
回
し
て
い
る
が
、
新
田

区
内
に
入
っ
て
こ
な
い
。
細
長
い
区
な

の
で
小
型
ワ
ゴ
ン
車
で
2
カ
所
ぐ
ら
い

停
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
毎
回
要
望
が
出
て
い
る
が
、
他
の

区
か
ら
も
停
留
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い

等
の
要
望
が
出
て
い
る
ワ
ゴ
ン
車
で
の

送
迎
は
要
援
護
者
を
優
先
す
る
た
め
、

希
望
に
添
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

Ｑ
　
各
区
で
「
協
働
政
策
評
価
意
見
交

換
会
」
を
実
施
す
る
が
、
高
齢
者
福
祉

に
対
し
、
議
会
は
短
・
中
期
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
今
後
、
財
政
が
厳
し
く
な
る
。
町

は
無
駄
を
な
く
し
、
事
業
の
効
率
化
を

図
り
、
子
育
て
支
援
医
療
や
保
育
所
、

学
校
教
育
な
ど
若
い
世
代
の
人
た
ち
や

高
齢
者
が
住
み
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
る
。
議
会
も
短
・
中
期
的
な
政
策
提

言
を
行
い
、
井
戸
端
会
議
等
の
声
を
担

当
課
に
伝
え
る
な
ど
、
政
策
に
反
映
し

て
い
き
た
い
。

バスの停留
所を

バスの停留
所を

増やせない
か？

増やせない
か？バスの停留
所を

増やせない
か？

公共施設への耐震
は

公共施設への耐震
は

優先してほしい！優先してほしい！
公共施設への耐震

は

優先してほしい！



 
1
日
目
は
京
都
府
久
世
郡
久
御
山

町
で
「
職
住
の
町
づ
く
り
」
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
久
御
山
町
は
、
面
積

や
人
口
規
模
、
ま
た
、
昭
和
47
年
よ

り
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
昭
和
町
と
よ
く
似
て

お
り
、
住
民
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
、
交
通
の
便
の

悪
い
地
域
に
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
た

り
、
「
ま
ち
の
駅
・
ク
ロ
ス
ピ
ア
く

み
や
ま
」
で
は
、
地
域
の
特
産
物
の

販
売
や
、
地
場
産
業
の
特
徴
あ
る
技

術
の
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

 
2
日
目
は
愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町

で
、
「
自
治
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
、

条
例
施
行
の
き
っ
か
け
や
特
徴
点
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
基

本
条
例
は
、
平
成
11
年
か
ら
検
討
を

始
め
、
平
成
22
年
4
月
に
完
全
施
行

と
な
る
ま
で
、
行
政
と
住
民
、
議
会

が
熟
慮
し
て
き
た
旨
の
経
過
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

 
今
回
の
行
政
視
察
を
、
今
後
の
議

会
活
動
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
視
察
地
　
京
都
府
久
御
山
町

　
　
　
　
　
愛
知
県
大
口
町

▼
目
　
的
　
先
進
事
例
の
調
査
・
研
究

▼
日
　
時
　
24
年
10
月
18
日
（
木
）
〜
20
日
（
土
）

　
平
成
24
年
11
月
5
日
〜
6
日
、
2

日
間
に
わ
た
り
宮
城
県
利
府
町
と
同

県
松
島
町
、
石
巻
市
へ
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
対
応
と
そ
の
後

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
説
明

の
ほ
か
、
悲
惨
な
被
害
状
況
を
見
て
、

震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
肌
で
感
じ
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
現
状
の

中
も
、
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た

利
府
町
議
会
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
1
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
利
府
町
・
松
島
町
・
石
巻
市

　
平
成
24
年
10
月
11
日
〜
12
日
に
2

つ
の
企
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
1
日
目
は
新
潟
県
の
㈱
千
手
。
こ

ち
ら
は
機
械
共
同
利
用
の
た
め
運
営

さ
れ
て
い
た
組
合
を
母
体
と
し
て
設

立
さ
れ
、
営
農
シ
ス
テ
ム
や
営
農
方

法
、
経
営
上
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
㈱
井
関
新
潟
製
造
所
で

は
、
歩
行
・
乗
用
田
植
機
な
ど
の
農

業
機
械
が
完
成
す
る
ま
で
の
工
程
を

学
び
ま
し
た
。
町
で
も
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
目
立
つ
中
、
若
年
層
に

も
農
業
に
関
わ
る
機
会
と
、
そ
の
背

景
に
あ
る
人
の
温
か
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
感
じ
た
研
修
で
し
た
。

新
潟
県
に
企
業
訪
問

愛知県大口町役場前にて

親切な対応ありがとうございました

農業機械の原点を視察



第5回目の開催！学生と議員との○○○ショップ!!1
平成24年度一般会計補正予算　予算総額○○億6,100万円。2
議会行政視察！○○府久御山町議会、愛知県大口町議会にて実施。3

空欄に適切な言葉を入れてください。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を記入してください。
FAXやメールも受け付けます。議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　2月末日　消印有効

155号クイズの答え
① 参集 ② 60 ③ 白

議会だよりを読んでくださいヒント

正解者の中から抽選で3名の方に
図書カードをお送りいたします。

　初めて議会を傍聴しました。

条例改正と制定の採決をする

ところでした。あらためて町

政というのは、条例によって

動いていることを知りました。

町のホームページに掲載され

ている条例等を読んでみよう

かと思いました。笠島三枝子さん

　一般質問の傍聴に行ってき

ました。議員の皆さまからは

活発な質問がなされていました。

今回は議場について要望をし

ます。議場の傍聴席の音響が

悪く、質疑応答の言葉が聞き

取りにくいことが多々ありま

したので、改善をお願いいた

します。

中澤　正志さん

　女性目線からの質疑応答を

興味深く傍聴させていただき

ました。人口増加に伴い、保

育園児の増加は少子化である

昨今、喜ばしいことですが、

安心して出産育児ができる環

境を整え、待機児童がいない

ような対策ができることを願

うばかりです。

植竹　由美さん

いただいたご意見は担当課に伝えました。
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■
発
　
行

議
長

　萩
原
　
馨

■
発
行
人
　

広
報
編
集
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
私
が
昭
和
町
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
主

人
の
転
勤
先
か
ら
山
梨
に
戻
る
際
、
昭
和
町
の
友

人
か
ら
、
子
育
て
す
る
な
ら
昭
和
町
が
一
番
と
聞

い
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
西
条
一
区
で
は
、
育
成
会
行

事
な
ど
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
行
事
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
育
成
会
役
員
の
時
は
、
地
区

の
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
参
加
し
て
く
れ
る
姿
か
ら
、

本
当
に
楽
し
い
行
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
地
域
で
行
事
を
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
に
誰
が
住

ん
で
い
る
の
か
も
把
握
で
き
、
大
人
が
地
域
の
子

ど
も
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
は
、と
て
も
重
要
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
朝
の
旗
振
り
当
番
の
時
、
私
か

ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
町
や
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
け
る
町
に
住
ん
で
い
る
私

た
ち
家
族
は
、
大
変
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
に
優
し
い
町
の
施
策
が
い
ろ
い
ろ

と
練
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
私
た
ち
子
育
て
世
代

は
非
常
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
今
以
上
に
誰
に
も
優
し
い
施
策
で
、
更

に
住
み
よ
い
昭
和
町
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
私
は
昭
和
44
年
か
ら
約
5
年
間
、
甲
府
市
で
社

宅
住
ま
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
手
狭
な
た
め
に

持
ち
家
が
欲
し
く
て
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
住
宅

供
給
公
社
で
募
集
し
た
分
譲
住
宅
の
抽
選
に
当
た
り
、

狂
乱
物
価
最
中
の
昭
和
49
年
1
月
、
常
永
団
地
に

転
居
し
て
き
ま
し
た
。

　
公
社
か
ら
引
き
渡
し
を
受
け
た
私
た
ち
15
軒
を

二
組
と
し
て
、
一
番
最
初
に
入
居
し
、
上
河
東
区

の
皆
さ
ま
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
ま
ず
組
長

や
慶
弔
等
の
約
束
事
を
決
め
、
組
の
人
た
ち
と
の

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　
団
地
と
し
て
の
形
態
が
整
う
に
伴
い
、
生
活
上

の
不
便
さ
も
出
て
き
ま
し
た
。
早
く
電
話
を
入
れ

て
も
ら
い
た
い
と
電
電
公
社
に
お
願
い
に
い
っ
た
り
、

近
く
に
お
店
（
酒
屋
）
が
な
く
て
、
不
便
だ
か
ら

と
仲
間
と
署
名
を
集
め
税
務
署
に
陳
情
に
行
っ
た
り
、

新
興
住
宅
地
の
た
め
伝
統
行
事
と
い
う
も
の
が
な

い
の
で
、
活
性
化
を
図
る
た
め
に
お
祭
り
を
立
ち

上
げ
る
計
画
に
加
わ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
40
年
、
穏
や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
し

や
す
い
昭
和
町
で
、
孫
の
成
長
を
楽
し
み
な
が
ら
、

あ
り
ふ
れ
た
生
活
の
で
き
る
こ
と
に
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち

あ
れ
か
ら
40
年

西
条
一
区

清
水
か
お
り
さん

し

み
ず

上
河
東
二
区

深
沢
　
至
文
さん

ふ
か

さ
わ

よ
し

ふ
み

 
平
成
24
年
11
月
2
日
、第
30
回
山
梨
県
町
村
議

会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
9

町
村
18
紙
の
応
募
の
中
か
ら
、当
議
会
発
行
の
「
議

会
だ
よ
り
　
し
ょ
う
わ
　
1
5
4
号
」
が
、レ
イ
ア
ウ

ト
や
読
み
や
す
い
点
、議
会
活
動
の
内
容
等
、先
進
的

な
取
り
組
み
方
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、県
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
追
究
し
、読

み
や
す
い
広
報
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お蔭さまで4年連続受賞！！
萩
原
　
　
馨

河
住
　
保
茂

河
田
あ
け
み

三
井
　
　
猛

深
澤
　
克
男

林
　
　
和
仁

石
原
　
高
明


